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第
三
節 

帝
国
憲
法
発
布
と
国
会
開
設 

 

１ 

憲

法

発

布 
  

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
二
月
十
一
日
、
今
で
い
う
明
治
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
は
、
君
主
の
意
志
に
よ
っ
て
制
定
さ

れ
た
欽
定
憲
法
で
、
伊
藤
博
文
ら
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
さ
れ
、
数
年
間
を
つ
い
や
し
て
漸
く
発
布
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

憲
法
発
布
の
日
に
は
、
東
京
は
じ
め
各
地
で
お
祭
り
さ
わ
ぎ
が
演
じ
ら
れ
た
が
、
発
布
の
日
ま
で
内
容
を
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
国
民
は
、

憲
法
発
布
の
意
味
す
る
こ
と
も
わ
か
ら
ず
に
、
た
だ
さ
わ
ぎ
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
読
売
新
聞
社
刊
『
日
本
の
歴
史
』
に
は
、
憲
法
発

布
を
「
絹
布
の
法
被
（
は
っ
ぴ
）
」
を
く
だ
さ
る
の
だ
と
間
違
え
て
喜
ん
で
い
た
人
も
あ
っ
た
と
当
時
の
笑
話
を
述
べ
て
い
る
が
、
一
般

の
人
々
も
五
十
歩
百
歩
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。 

 

東
京
の
お
膝
元
で
さ
え
こ
の
通
り
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
遠
く
離
れ
た
東
北
地
方
な
ど
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
蚕
桑
村
役
場
日
誌
」 

の
そ
の
日
の
記
事
を
見
る
と
、 

  
 

 
 

 

二
月
十
一
日 

 
 

吹
雪 

紀
元
節 

憲
法
発
布
式
ニ
付
休
暇 

  

と
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。
提
灯
行
列
も
旗
行
列
も
な
く
休
暇
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
や
は
り
明
治
憲
法
の
重
み
を
実
感
と
し
て

つ
か
み
得
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

憲
法
の
制
定
に
よ
り
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
最
初
の
近
代
的
立
憲
国
家
と
な
っ
た
。
そ
し
て
立
法
府
と
し
て
、
貴
族
院
・
衆
議
院
の
両
院

蚕
桑
村 

文 

書 
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か
ら
な
る
帝
国
議
会
が
も
う
け
ら
れ
、
国
民
は
衆
議
院
議
員
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
を
通
し
て
、
初
め
て
国
の
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
選
挙
権
を
も
つ
人
は
、
直
接
国
税
一
五
円
以
上
納
付
し
て
い
る
二
十
五
才
以
上
の
男
子
に
限
ら
れ
て
い

た
か
ら
、
そ
の
数
は
、
国
民
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
直
接
国
税
は
、
地
租
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
地
租
一

五
円
を
納
め
る
人
と
い
え
ば
、
東
日
本
は
田
地
二
町
歩
を
も
つ
地
主
で
あ
っ
た
。 

 

第
一
回
の
衆
議
院
議
員
の
選
挙
は
、
明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
。
山
形
県
内
の
選
挙
区
と
定
員
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

 

第
一
区 

山
形
市
、
東
西
南
村
山
郡 

定
員
二
名 

 

第
二
区 

米
沢
市
、
東
西
南
置
賜
郡 

 

〃
一
名 

 

第
三
区 

東
西
田
川
郡
、
飽
海
郡 

 
 

〃
二
名 

 

第
四
区 

北
村
山
郡
、
最
上
郡 

 
 

 

〃
一
名 

 

選
挙
当
日
の
「
蚕
桑
村
役
場
日
誌
」
に
は
、 

  
 

本
日
衆
議
院
選
挙
投
票
、
大
字
横
田
尻
金
沢
寺
ニ
開
設
シ
会
ス
ル
者
百
六
名
本
日
ノ
立
会
人
ハ
小
林
清
五
郎
、
船
山
仁
助
、
佐
藤
文
弥
、
本
木

宇
左
エ
門
、
中
川
嘉
兵
衛
ト
ス 

  

と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
蚕
桑
村
の
戸
数
・
人
口
を
調
べ
て
み
る
と
、
同
村
「
役
場
日
誌
」
の
明
治
二
十
二
年
七
月
一
日
の
項
に
次

の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

  
 

士
族
五
十
戸 

 

平
民
四
百
六
拾
三
戸 

 
 

総
人
口 

三
千
三
百
三
拾
三
人 

 
 

 

内
男 

千
六
百
七
拾
三
人 
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女 

千
六
百
六
拾
人 

  
こ
の
数
字
か
ら
み
て
、
蚕
桑
村
の
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
会
す
る
者
（
投
票
者
）
一
〇
六
人
と
い
う
の
は
、
か
な
り
多
い
と
み
て

よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
第
二
回
の
選
挙
の
状
況
を
み
る
と
、
投
票
者
数
は
一
一
一
名
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
選
挙
で
は
、
米
沢
市
の
五
十
嵐
力
助
が
一
、
四
四
一
票
を
得
て
当
選
し
て
い
る
が
、
第
一
回
か
ら
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年

八
月
十
日
の
第
六
回
選
挙
ま
で
は
小
選
挙
区
制
で
実
施
さ
れ
、
明
治
三
十
五
年
八
月
十
日
の
第
七
回
選
挙
か
ら
、
市
部
・
郡
部
に
分
れ
、

郡
部
は
定
員
六
名
の
大
選
挙
区
制
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
制
度
が
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
二
十
日
実
施
の
第
十
三
回
選
挙
ま
で
続
き
、
大
正
九
年
五
月
十
日
実
施
の
第
十
四
回
選
挙

か
ら
選
挙
区
が
ま
た
変
更
さ
れ
、
郡
部
が
、
南
東
西
村
山
郡
（
定
員 

二
名
）
、
南
東
西
置
賜
郡
（
定
員 

一
名
）
、
東
西
田
川
・
飽
海
郡

（
定
員 

三
名
）
、
最
上
・
北
村
山
郡
（
定
員 

一
名
）
と
分
れ
た
。
こ
の
間
、
現
白
鷹
町
内
か
ら
の
立
候
補
者
並
び
に
当
選
者
は
い
な

い
。 

 

２ 

教
育
勅
語
発
布 

  

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
月
三
十
日
に
、
教
育
に
関
す
る
勅
語
が
下
賜
さ
れ
た
。
当
時
は
西
欧
の
自
由
主
義
的
な
思
想
が
広
ま

り
、
民
権
運
動
も
か
な
り
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
風
潮
も
徳
育
の
退
廃
と
し
て
受
け
と
め
た
政
府
並
び
に
地
方
官
僚
は
、

国
家
中
心
・
国
家
至
上
主
義
に
則
っ
た
徳
育
の
基
準
を
示
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
教
育
に
関
す
る
勅
語
の
下
賜
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。 
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こ
の
勅
語
は
、
普
通
「
教
育
勅
語
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
教
育
だ
け
で
な
く
「
常
ニ
国
憲
ヲ
重
ン
ジ
国
法
ニ
遵
ヒ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

国
民
生
活
全
般
の
規
範
と
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
忠
孝
を
中
心
と
し
た
儒
教
的
な
家
族
国
家
、
ひ
い
て
は
そ
の
思
想
の
上
に
立
っ

た
国
家
主
義
的
な
色
彩
の
濃
い
も
の
で
、
時
の
政
府
は
こ
れ
に
よ
っ
て
教
育
面
か
ら
国
家
主
義
の
徹
底
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、

教
育
勅
語
下
賜
の
翌
日
、
勅
語
奉
載
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
訓
令
を
全
国
の
学
校
に
出
し
て
い
る
。 

  
 

謹
ん
で
惟
ふ
に
我
が
天
皇
陛
下
深
く
臣
民
の
教
育
に
軫
念
し
た
ま
ひ
玆
に
忝
し
く
勅
語
を
下
し
た
ま
ふ
顕
正
職
を
文
部
に
奉
し
躬
重
任
を
荷
ひ

日
夕
省
思
し
て
嚮
ふ
所
を
愆
ん
こ
と
を
恐
る
今
勅
語
を
奉
承
し
て
感
奮
措
く
能
は
す
謹
て
勅
語
の
騰
本
を
作
り
普
く
之
を
全
国
の
学
校
に
頒
つ

凡
そ
教
育
の
職
に
在
る
者
須
く
常
に
聖
意
を
奉
体
し
て
研
磨
薫
陶
の
務
を
怠
ら
さ
る
へ
く
殊
に
学
校
の
式
日
及
そ
の
他
宜
時
を
定
め
生
徒
を
会

集
し
て
勅
語
を
奉
読
し
且
意
を
加
え
て
諄
々
誨
告
し
生
徒
を
し
て
夙
夜
に
佩
服
す
る
所
あ
ら
し
む
へ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

こ
う
し
た
政
府
の
姿
勢
を
受
け
て
、
地
方
で
も
ま
た
所
轄
学
校
へ
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
拝
読
式
挙
行
ノ
コ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

郡 

市 

役 

所 
 

 

勅
語
ヲ
下
サ
セ
給
ヒ
タ
ル
ニ
付
部
内
公
私
立
学
校
ニ
於
テ
拝
読
式
ヲ
挙
行
セ
シ
ム
ヘ
シ 

 
 

 
 

明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
形
県
知
事 

 

長
谷
部 

辰 

連 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
奉
読
式
心
得
ノ
コ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
郡 

市 

役 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町 

村 

役 

場 
 

 

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
教
育
ニ
関
シ
下
シ
給
ヒ
タ
ル
勅
語
ハ
自
今
左
ノ
心
得
ニ
拠
リ
各
学
校
ニ
於
テ
奉
読
式
ヲ
挙
行
セ
シ
ム
ヘ
シ 

 
 

 
 

明
治
二
十
四
年
三
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
形
県
知
事 

 

長
谷
部 

辰 

連 

蚕
桑
村

文 

書
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勅
語
奉
読
式
心
得 

 
 

一
、
勅
語
奉
読
式
挙
行
ノ
日
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ 

 
 

 
 

 

一
月
一
日 

紀
元
節 

神
武
天
皇
祭 

天
長
節 

卒
業
証
書
授
与
式
日 

夏
季
休
業
後
始
業
ノ
当
日 

 
 

一
、
式
場
ニ
ハ
全
校
ノ
生
徒
ヲ
会
シ
テ
整
列
セ
シ
メ
式
ノ
始
終
ハ
最
謹
厳
静
粛
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
但
学
校
ノ
都
合
ニ
依
リ
テ
ハ
生
徒
ヲ
区
分
シ
数

次
ニ
式
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得 

 
 

一
、
勅
語
ハ
学
校
長
（
首
座
教
員
）
之
ヲ
奉
読
ス
ヘ
シ 

 
 

一
、
市
町
村
立
学
校
ノ
奉
読
式
ニ
ハ
市
町
村
長
他
学
事
ニ
関
係
セ
ル
吏
員
等
ハ
成
ル
ヘ
ク
之
ニ
参
席
ス
ヘ
シ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
真
影
・
教
育
勅
語
謄
本
奉
置
場
所
ノ
コ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

郡

市

役

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町

村

役

場 
 

 

学
校
ヘ
下
賜
セ
ラ
レ
タ
ル 

 
 

天
皇
陛
下 

 
 

皇
后
陛
下
ノ
御
真
影
並
ニ
教
育
ニ
関
シ
下
シ
タ
マ
ヒ
タ
ル
勅
語
ノ
謄
本
ハ
校
内
一
定
ノ
場
所
ヲ
撰
ヒ
最
モ
尊
重
ニ
奉
置
セ
シ
ム
ヘ
シ 

 
 

 
 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
廿
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

こ
う
し
た
一
連
の
文
書
を
見
て
も
、
当
時
の
政
府
が
、
こ
の
教
育
勅
語
に
よ
っ
て
、
如
何
に
強
く
国
家
主
義
思
想
を
国
民
に
植
え
つ
け

よ
う
と
し
た
か
が
伺
え
る
。
と
同
時
に
、
学
校
の
式
典
の
折
々
に
は
必
ず
奉
読
さ
れ
た
教
育
勅
語
が
、
こ
う
し
た
政
府
の
強
い
指
示
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

再
び
「
蚕
桑
村
役
場
日
誌
」
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
二
十
三
年
十
一
月
四
日
の
項
に
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

  
 

去
月
三
十
日
教
育
ニ
関
ス
ル
詔
勅
ア
リ 

官
報
第
二
千
二
百
三
号
ナ
リ 

 

政
府
が
こ
の
よ
う
に
力
を
入
れ
た
教
育
勅
語
で
は
あ
る
が
、
末
端
の
町
村
で
は
、
そ
れ
を
官
報
で
知
り
得
た
に
過
ぎ
な
い
様
で
あ
る
。

前
掲

文
書



第六章 近  代 
第三節 帝国憲法発布と国会開設 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
勅
語
に
か
け
る
政
府
の
意
図
な
ど
は
か
り
知
る
こ
と
も
で
き
ず
、
後
に
な
っ
て
あ
わ
て
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
は
政
府
の
指
示
が
よ
く
守
ら
れ
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
前
に
学
校
生
活
を
送
っ
た
す
べ
て
の

人
が
経
験
し
た
よ
う
に
、
学
校
の
式
典
毎
に
勅
語
は
奉
読
さ
れ
、
奉
読
中
は
頭
を
下
げ
、
鼻
水
を
す
す
り
あ
げ
る
こ
と
も
な
ら
な
い
程
厳

粛
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
教
育
勅
語
は
徳
育
の
背
骨
的
な
役
割
を
荷
い
、
修
身
教
科
書
の
第
一
頁
に
載
せ
ら
れ
、
そ
の
本

を
開
く
時
は
必
ず
頭
上
高
く
い
た
だ
く
と
い
う
躾
が
小
学
校
時
代
か
ら
叩
き
込
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

３ 

民

法

の

制

定 
  

江
戸
時
代
ま
で
は
統
一
的
な
民
法
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
政
府
は
国
内
の
体
制
を
先
進
国
に
近
づ
け
る
た
め
、
先
進
国
に
な
ら
っ

て
国
内
法
の
整
備
を
図
っ
た
。
民
法
の
制
定
も
そ
の
一
つ
で
、
初
め
明
治
二
十
六
年
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
内
容

が
あ
ま
り
に
も
西
欧
的
で
あ
り
、
我
が
国
古
来
の
家
族
制
度
を
こ
わ
す
も
の
と
し
て
、
「
民
法
い
で
て
忠
孝
亡
ぶ
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
反

対
さ
れ
、
修
正
さ
れ
て
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
か
ら
施
行
さ
れ
た
。 

 

こ
の
民
法
の
特
徴
の
一
つ
は
、
家
督
相
続
に
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
、
そ
れ
も
特
に
武
士
階
級
の
相
続
形
態
を
採
用
し
た
も
の
で
、

「
家
」
の
長
で
あ
る
戸
主
の
権
限
を
強
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
家
」
を
守
ろ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
実
際
に
そ
の
条
文
を
見
て
み

よ
う
。 

  
 

第
七
四
七
条 

戸
主
ハ
其
家
族
ニ
対
シ
テ
扶
養
ノ
義
務
ヲ
負
フ 
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第
七
四
九
条 

家
族
ハ
戸
主
ノ
意
ニ
反
シ
テ
其
居
所
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
（
略
） 

 
 

第
七
五
〇
条 

家
族
カ
婚
姻
又
ハ
養
子
縁
組
ヲ
為
ス
ニ
ハ
戸
主
ノ
同
意
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
（
略
） 

 
 

第
八
〇
一
条 

夫
ハ
妻
ノ
財
産
ヲ
管
理
ス 

  

こ
の
僅
か
の
条
文
か
ら
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
戸
主
の
権
限
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
家
族
全
員
の
扶
養
、
祖
先
の
祭

祀
な
ど
と
い
う
責
任
も
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
が
、
最
大
の
理
由
は
「
家
」
と
い
う
も
の
を
守
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
戸
主
の
地
位
の
相
続
が
「
家
督
相
続
」
で
あ
る
が
、
相
続
形
態
は
直
系
の
子
孫
の
う
ち
親
等
の
近
い
も
の
、
同
親
等
で
は
男
が
優

先
し
た
か
ら
、
長
男
の
家
督
相
続
の
例
が
最
も
普
通
で
あ
っ
た
。 

 

で
は
、
こ
の
民
法
の
精
神
は
実
際
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
の
例
を
み
て
み
よ

う
（
第

7
図
）
。 

 

こ
の
よ
う
な
例
は
白
鷹
町
に
限
ら
ず
、
置
賜
地
方
一
円
で
普
通
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
民
法
の
家
督
相
続
の
順
序
か
ら
す
れ
ば
、
第
二
代
は
第
三
子
の
長
男
、
第
三
代
は
第

四
子
の
長
男
が
相
続
す
べ
き
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
第
一
子
の
長
女
が
婿
を
と
っ
て
家
督

相
続
し
て
い
る
。
姉
家
督
相
続
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

で
は
何
故
姉
家
督
相
続
の
形
態
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
家
」
の
制
度

の
た
め
で
あ
る
。
当
時
財
産
は
家
族
一
人
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
「
家
」
の
も
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
働
き
手
を
早
く
得
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
「
家
」
の
財
産
を
守
り
易
く
す

る
こ
と
と
な
り
、
「
家
」
が
安
泰
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
見
民
法
の
条
文
と
は
異
な
る
よ
う
に
見
え
て
い
て
も
、
逆
に
民
法
の
ね
ら
い

と
す
る
「
家
」
制
度
の
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
姉
家
督
相
続
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
民
放
を



第六章 近  代 
第三節 帝国憲法発布と国会開設 

意
識
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
手
段
と
し
て
考
え
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 
一
方
家
督
相
続
制
度
は
、
次
・
三
男
の
力
を
弱
め
る
結
果
に
な
っ
た
。
経
済
的
基
盤
の
弱
い
次
・
三
男
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
家

を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
兵
隊
検
査
ま
で
は
家
に
手
伝
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
は
自
分
の
道
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
者

は
婿
養
子
の
道
を
、
あ
る
者
は
兵
役
か
ら
下
士
官
を
志
願
し
て
軍
人
の
道
を
、
あ
る
者
は
単
身
上
京
し
て
、
職
人
や
商
人
の
家
に
年
季
奉

公
す
る
丁
稚
の
道
を
選
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
時
と
し
て
農
村
の
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
し
、
反
面
立
志
伝
中
の

人
を
生
む
こ
と
に
も
な
っ
た
。 


